


















































































形 大 学 広 報 誌 み ど り 樹，2014； 山 形 新 聞，
2014），一般の人々に対しても情報提供が実現した。
　第二に，安全な地域づくりのために，山形大学
として何ができるかを考察する契機になった。具
体的には，本調査結果の第一次報告書を2014年４
月に地域教育文化学部および理学部の１年生に配
布した。また，「スタートアップセミナー」にお
いて，自転車の危険運転などに考えさせるワーク
ショップが導入された。また，山形大学グラウン
ド南側の路上駐車に関して，小白川キャンパス事
務部学生課と情報交換を行う機会があった。
研究体制
　本研究プロジェクトは，山形大学人文学部人間
文化学科地域・人間コースに所属する福野光輝（心
理学），山田浩久（地理学），阿部晃士（社会学），
山根純佳（社会学），本多　薫（人間情報科学），
渡邊洋一（心理学）によって企画された。また，
山形大学人文学部より平成25年度プロジェクト研
究支援課題「山形市における安心・安全に関する
学際的研究」として採択され，研究費の助成を受
けた。記して感謝いたします。
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